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このリリース・ノートには、今回のリリースのプラットフォーム固有または製品固有のマ
ニュアルに記載されていない重要な情報が含まれています。

このリリース・ノートは、リリース後に更新される場合があります。このリリース・ノー
トの更新の確認と、製品固有のリリース・ノートの参照には、OTN-J の Web サイトのド
キュメント・セクションを参照してください。URL は次のとおりです。

http://otn.oracle.co.jp/document/

製品固有のリリース・ノートについては、『Oracle Database プラットフォーム共通日本語
README』を参照してください。

このリリース・ノートは、次の項目で構成されています。

� 製品に関する注意事項

� ドキュメントのアクセシビリティについて

� サポートおよびサービス
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1 製品に関する注意事項製品に関する注意事項製品に関する注意事項製品に関する注意事項
次の各項では、Oracle Database 10g および関連製品の注意事項について説明しています。

� Oracle Database のインストール、構成およびアップグレードに関する注意事項

� Oracle Transparent Gateway for DRDA のインストール

� Oracle Real Application Clusters に関する注意事項

� 必要な追加パッケージ

� Red Hat Enterprise Linux 4 の認定に関する更新

� その他の製品に関する注意事項

1.1 Oracle Database のインストール、構成およびアップグレードのインストール、構成およびアップグレードのインストール、構成およびアップグレードのインストール、構成およびアップグレード
に関する注意事項に関する注意事項に関する注意事項に関する注意事項
Oracle Database のインストール、構成およびアップグレードに関連する注意事項の詳細
は、次の各項を参照してください。

� データベースのアップグレード

� Oracle9i Database から Oracle Database 10g へのアップグレード

� ディレクトリ権限が必要な extjob 実行可能ファイル

� 自動バックアップの有効化

1.1.1 データベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレード
カスタム・インストール・パスを選択し、旧バージョンの Oracle データベースがインス
トールされている場合、Oracle Universal Installer では、既存のデータベースをアップグ
レードするオプションがあります。既存のデータベースのアップグレードを選択した場
合、Oracle Universal Installer では、初期データベースを作成するかどうかを確認する別
の画面が表示されます。

初期データベースの作成を選択した場合、DBCA によって旧バージョンのデータベース
が Oracle Database 10g リリース 1（10.1）にアップグレードされますが、初期データベー
スは作成されません。

1.1.2 Oracle9i Database からからからから Oracle Database 10g へのアップグレードへのアップグレードへのアップグレードへのアップグレード
Oracle9i Database から Oracle Database 10g リリース 1（10.1）にアップグレードする場
合、タイムスタンプを使用した Oracle フラッシュバック機能が失敗します（Oracle 
Bug#3994270）。この問題を回避するには、Oracle Database 10g データベースから次の
SQL コマンドを入力します。

SQL> DELETE FROM smon_scn_time WHERE orig_thread <> 0;
SQL> COMMIT;

1.1.3 ディレクトリ権限が必要なディレクトリ権限が必要なディレクトリ権限が必要なディレクトリ権限が必要な extjob 実行可能ファイル実行可能ファイル実行可能ファイル実行可能ファイル
必須ライブラリを検索するために extjob実行可能ファイルを有効にするには、
$ORACLE_HOME/libディレクトリおよびその親ディレクトリすべてに groupおよび
otherに対する実行権限が必要です。
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1.1.4 自動バックアップの有効化自動バックアップの有効化自動バックアップの有効化自動バックアップの有効化
システムに必要なフォントがインストールされていない場合、Oracle Database のインス
トール時に、「バックアップ・オプションおよびリカバリ・オプションの指定」画面が正
常に表示されない場合があります。システムに固定幅フォントしかない場合、この画面の

「バックアップ・ジョブの資格証明」エリアで、必要な情報を完全に指定できない場合が
あります。この問題を回避するには、この画面で「自動バックアップを有効にする」「自動バックアップを有効にする」「自動バックアップを有効にする」「自動バックアップを有効にする」を選
択しないでください。インストールの完了後、Oracle Enterprise Manager 10g Database 
Control を使用して、自動バックアップを有効にします。

1.2 Oracle Transparent Gateway for DRDA のインストールのインストールのインストールのインストール
Oracle Database リリース 10.1.0.3 では、Oracle Transparent Gateway for DRDA をインス
トールすると失敗します。この製品は、Oracle Database 10g リリース 1（10.1）のディス
ク 1/1 からインストールしないでください。かわりに、更新された CD パックに収録さ
れた Oracle Gateways 10g リリース 1（10.1.0.3） for Linux x86 CD からインストールして
ください。

この問題の詳細は、OracleMetaLink のドキュメント 308396.1 を参照してください。

（Oracle Bug#4351017）

1.3 Oracle Real Application Clusters に関する注意事項に関する注意事項に関する注意事項に関する注意事項
Oracle Real Application Clusters に関連する注意事項の詳細は、次の各項を参照してくだ
さい。

� ノードを削除するための ASM インスタンス・クリーン・アップ・プロシージャ

� Oracle Real Application Clusters ソフトウェアのアンインストール

� stty コマンドにより発生する Oracle CRS インストール・エラー

� Oracle CRS のサイレント・インストール

� Oracle CRS および Real Application Clusters のインストール・ログ・ファイルの
メッセージ

� NAS ファイル・システムでの Real Application Clusters データベースの作成

� 共有 CRS ホーム・ディレクトリまたは Oracle ホーム・ディレクトリの使用

� SLES 8 での CRS のインストール

� Real Application Clusters インストールにおける Network Attached Storage の使用

� Real Application Clusters シード・データベースで自動拡張されないリモート UNDO
表領域

� SUSE Linux Enterprise Server 9 での OCFS

� OPS リリース 8.1.7 から Oracle Real Application Clusters 10g へのアップグレード

� Oracle9i Real Application Clusters と Oracle Real Application Clusters 10g の使用
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1.3.1 ノードを削除するためのノードを削除するためのノードを削除するためのノードを削除するための ASM インスタンス・クリーン・アップ・インスタンス・クリーン・アップ・インスタンス・クリーン・アップ・インスタンス・クリーン・アップ・
プロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
ASM インスタンスを削除するには、ノード削除プロシージャにおいて、UNIX ベースの
プラットフォームで次の追加手順を実行する必要があります。

1. この Oracle ホームからリスナー LISTENER_nodenameをノードごとに実行してい
る場合は、NetCA を使用してこのリスナーとリスナーの CRS リソースを削除しま
す。必要に応じて、別の Oracle ホームにこのリスナーを再作成します。

2. この Oracle ホームから ASM インスタンスが実行されている場合、次のコマンドを
入力し、ASM 構成を削除します。

$ srvctl stop asm -n node
$ srvctl remove asm -n node

3. ASM Oracle ホームにクラスタ・ファイル・システムを使用している場合、ローカ
ル・ノードで次のコマンドを実行します。

$ rm -r $ORACLE_BASE/admin/+ASM
$ rm -f $ORACLE_HOME/dbs/*ASM*

4. ASM Oracle ホームにクラスタ・ファイル・システムを使用していない場合、Oracle
ホームが存在する各ノードにおいて、前の手順にリストした rmコマンドを実行しま
す。 

5. +ASMで始まる oratabエントリを削除します。 

1.3.2 Oracle Real Application Clusters ソフトウェアのアンインストールソフトウェアのアンインストールソフトウェアのアンインストールソフトウェアのアンインストール
CRS をアンインストールした後、次のコマンドを入力し、/etc システムの runlevel ディ
レクトリから CRS スクリプトを削除します。

『Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成』の説明に従って、
Oracle ホームおよび Oracle CRS ホームの Oracle Real Application Clusters ソフトウェア
をアンインストールするには、インストールを実行したノードでインストーラを実行する
必要があります。

CRS をアンインストールした後、次のコマンドを入力して CRS スクリプトを削除します。

$ $ rm -rf /etc/rc.d/rc*.d/*96init.crs

1.3.3 stty コマンドにより発生するコマンドにより発生するコマンドにより発生するコマンドにより発生する Oracle CRS インストール・エラーインストール・エラーインストール・エラーインストール・エラー
Oracle CRS のインストール中、インストーラは SSH（使用可能な場合）を使用してコマ
ンドを実行し、ファイルを別のノードにコピーします。インストール中、システム上の
ドット・ファイル（.bashrcまたは .cshrcなど）に stty コマンドが含まれている場
合、次のようなエラーが発生する場合があります（OracleBug#3414362）。

 stty: standard input: Invalid argument 
 stty: standard input: Invalid argument 

この問題を回避するには、これらのファイルを次のように変更して、STDERR のすべて
の出力を抑制することをお奨めします。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合 :

if [ -t 0 ]; then
   stty intr ^C
fi

� C シェルの場合 :

test -t 0
if ($status == 0) then
   stty intr ^C
endif
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1.3.4 Oracle CRS のサイレント・インストールのサイレント・インストールのサイレント・インストールのサイレント・インストール
Oracle CRS のサイレント・インストールを複数のノードで実行する場合、他の Oracle イ
ンストールが含まれていないシステムでは、インストーラによって Oracle インベントリ
が正しく設定されません。 

この場合、インストールの完了後に、次の手順を実行します。

1. ローカル・ノードで orainstRoot.shスクリプトを実行します。

2. ローカル・ノードから各リモート・ノードに oraInventoryディレクトリをコピー
します。

3. rootユーザーとしてログインし、各リモート・ノードで次のスクリプトを実行しま
す。

oraInventory/orainstRoot.sh

1.3.5 Oracle CRS およびおよびおよびおよび Real Application Clusters のインストール・ログ・のインストール・ログ・のインストール・ログ・のインストール・ログ・
ファイルのメッセージファイルのメッセージファイルのメッセージファイルのメッセージ
CRS および Real Application Clusters インストールのインストール・ログ・ファイルに
は、次のようなメッセージが含まれる場合があります。

/bin/tar: .../rootdeletenode: Cannot stat: No such file or directory
/bin/tar: .../rootdelete: Cannot stat: No such file or directory
/bin/tar: .../rootdeinstall: Cannot stat: No such file or directory

これらのメッセージはインストール上の問題を示すものではないため、無視して構いませ
ん。

1.3.6 NAS ファイル・システムでのファイル・システムでのファイル・システムでのファイル・システムでの Real Application Clusters データベースデータベースデータベースデータベース
の作成の作成の作成の作成
NAS ファイル・システムで Real Application Clusters データベースを作成するには、
DBCA を対話型モードで実行する必要があります。DBCA を対話型モードで実行する手
順は、次のとおりです。

� ソフトウェアのインストール時に次のいずれかのオプションを選択します。

- 「Enterprise Edition」インストール・タイプを選択してから、「詳細」データ
ベース構成オプションを選択

-  「カスタム」インストール・タイプを選択

� ソフトウェアのインストール後、次のようにコマンドラインから DBCA を実行します。

$ $ORACLE_HOME/bin/dbca

DBCA を使用してデータベースを作成する場合、次のように、
FILESYSTEMIO_OPTIONS パラメータに directIOという値を指定する必要がありま
す。

1. DBCA に「初期化パラメータ」画面が表示されたら、「すべての初期化パラメータ」「すべての初期化パラメータ」「すべての初期化パラメータ」「すべての初期化パラメータ」
をクリックします。

2. 「拡張パラメータの表示」「拡張パラメータの表示」「拡張パラメータの表示」「拡張パラメータの表示」をクリックします。

3.  FILESYSTEMIO_OPTIONS パラメータに directIOという値を指定してから、「閉「閉「閉「閉
じる」じる」じる」じる」をクリックします。 

注意注意注意注意 : SSH を使用できない場合、インストーラでは、sshおよび scpの
かわりに rshコマンドおよび rcpコマンドが使用されます。リモート・
シェルによってロードされる sttyコマンドが含まれるドット・ファイル
がある場合も、このエラーが発生する場合があります。
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1.3.7 共有共有共有共有 CRS ホーム・ディレクトリまたはホーム・ディレクトリまたはホーム・ディレクトリまたはホーム・ディレクトリまたは Oracle ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
の使用の使用の使用の使用
このリリースでは、Linux 上の共有 CRS ホーム・ディレクトリおよび Oracle ホーム・
ディレクトリは、認定済の NAS デバイスに置かれている場合のみサポートされます。ま
た、Oracle データベース・ファイルの格納にも NAS デバイスを使用する場合のみ、この
構成がサポートされます。 

1.3.8 SLES 8 でのでのでのでの CRS のインストールのインストールのインストールのインストール
SLES 8 システムで CRS をインストール中に、次のエラーが表示される場合があります

（Oracle Bug#3433369）。

RKC-1038 : Error copying files listed in /tmp/OraInstall
date/installCopyFile.lst to node node_name

このエラーが表示された場合、ncompress-4.2.4-24.i386.rpmパッケージをインス
トールします。

1.3.9 Real Application Clusters インストールにおけるインストールにおけるインストールにおけるインストールにおける Network Attached 
Storage の使用の使用の使用の使用
Linux では、認定済の NAS デバイス上で Oracle ソフトウェアまたはデータベース・ファ
イルの格納に NFS ファイル・システムを使用できます。使用するファイル・システムの
マウント・ポイント・パスは、すべてのクラスタ・ノードで同じである必要があります。
さらに、NFS ファイル・システムのマウント時に、次のマウント・オプションを使用す
る必要があります。

� noacオプションを使用して属性キャッシュを無効にします。

� tcpオプションを使用して TCP プロトコルを指定します。

� NFS ファイル・システムおよび正しいマウント・オプションがすべてのノードの /
etc/fstabファイルで指定されていることを確認し、各ノードのブート時にファイ
ル・システムが確実にマウントされるようにします。

NAS デバイスおよび NFS ファイル・システムの使用方法に関する詳細は、次の資料を参
照するか、ベンダーに問い合せてください。

� 認定済の NAS デバイスの詳細は、OracleMetalink を参照してください。

� Oracle Real Application Clusters とともに NAS デバイスを使用する際の特定の推奨
事項は、NAS ベンダーに問い合せてください。

� Oracle Database インストールに NAS デバイスを使用する際の一般的なガイドライン
は、『Oracle Database インストレーション・ガイド for UNIX Systems』の付録 C を
参照してください。

注意注意注意注意 : CRS ホーム・ディレクトリまたは Oracle ホーム・ディレクトリを
OCFS ファイル・システムに置かないでください。
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1.3.10 Real Application Clusters シード・データベースで自動拡張されないシード・データベースで自動拡張されないシード・データベースで自動拡張されないシード・データベースで自動拡張されない
リモートリモートリモートリモート UNDO 表領域表領域表領域表領域
2 つ以上のインスタンスを含む Real Application Clusters データベースを作成し、汎用
データベース、トランザクション処理データベースまたはデータ・ウェアハウス・データ
ベースを作成する場合や、データベース・ファイルに共有クラスタ・ファイル・システム
または自動ストレージ管理（ASM）を使用する場合、データベース・コンフィギュレー
ション・アシスタント（DBCA）によって、初期サイズが 25MB の UNDO 表領域データ
ファイルが作成され、ローカル・インスタンスでは AUTOEXTEND ONとなりますが、リ
モート・インスタンスでは AUTOEXTEND OFFとなります。

リモート・インスタンスの UNDO 表領域データファイルに対して AUTOEXTEND ONを設
定するには、Real Application Clusters データベースを作成した後、次の操作を実行しま
す。

1. DBCA を実行したノードにおいて、データベース・インスタンスに接続します。

$ sqlplus "/ AS SYSDBA"

2. 次のコマンドを入力し、リモート・インスタンスの UNDOTBS表領域のデータファイ
ル名を検索します。

SQL> SELECT file_name FROM SYS.DBA_DATA_FILES
     WHERE tablespace_name LIKE 'UNDOTBS%' AND AUTOEXTENSIBLE='NO';

3. 前の手順で検索したデータファイルに対して AUTOEXTEND ONを設定します。

SQL> ALTER DATABASE DATAFILE datafile_name AUTOEXTEND ON;

1.3.11 SUSE Linux Enterprise Server 9 でのでのでのでの OCFS
現在、OCFS は SUSE Linux Enterprise Server 9 ではサポートされていません。

1.3.12 OPS リリースリリースリリースリリース 8.1.7 からからからから Oracle Real Application Clusters 10g へのへのへのへの
アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード
Oracle Parallel Server （OPS）リリース 8.1.7 を Oracle Real Application Clusters 10g に
アップグレードする手順は、次のとおりです。

1. OPS リリース 8.1.7 データベースを Oracle9i Real Application Clusters リリース 2
（9.2）にアップグレードします。

2. Oracle9i Real Application Clusters データベースを Oracle Real Application Clusters 
10g にアップグレードします。

注意注意注意注意 : OPS リリース 8.1.7 データベースを Oracle Real Application 
Clusters 10g にアップグレードする場合、DBCA は使用できません。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle データベースのアップグレードの詳細は、『Oracle 
Database アップグレード・ガイド』を参照してください。



8

1.3.13 Oracle9i Real Application Clusters とととと Oracle Real Application Clusters 10g
の使用の使用の使用の使用
Oracle Real Application Clusters 10g と同じクラスタ・ノード上で Oracle9i Real 
Application Clusters を実行する場合、次の手順を実行します。

1. 次のディレクトリを作成します。

$ mkdir -p /etc/ORCLcluster/oracm/lib

2. ディレクトリを次のように変更します。

$ cd /etc/ORCLcluster/oracm/lib

3. /oracle9i_home/lib/libcmdll.soファイルを現在のディレクトリにコピーし
ます。

$ cp /oracle9i_home/lib/libcmdll.so .

4. 次のコマンドを入力します。

# ln -s ./libcmdll.so ./libskgxn2.so

5. 任意のクラスタ・ノードで、次のようなコマンドを入力し、すべてのクラスタ・ノー
ド上のノード・アプリケーションを再起動します。

$ORACLE_HOME/bin/svrctl stop nodeapps -n nodename
$ORACLE_HOME/bin/svrctl start nodeapps -n nodename

この例では、$ORACLE_HOMEは Oracle Real Application Clusters 10g の Oracle ホー
ムで、nodenameはノードの名前です。クラスタ内の各ノードについてコマンドを
繰り返します。

注意注意注意注意 : 次の手順は、Oracle9i Real Application Clusters と同じクラスタ・
ノードに Oracle Real Application Clusters 10g をインストールした場合の
み必要です。Oracle9i Real Application Clusters から Oracle Real 
Application Clusters 10g にアップグレードした場合は、次の手順を実行し
ないでください。
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1.4 必要な追加パッケージ必要な追加パッケージ必要な追加パッケージ必要な追加パッケージ
Red Hat Linux 4 では、次のパッケージ（またはそれ以降のバージョン）がインストール
されていることを確認してください。

gcc-3.4.3-9
make-3.80-5
binutils-2.15.92.0.2-10
compat-db-4.1.25
compat-glibc-2.3.2-95.30
setarch-1.6-1

SUSE Linux 9 では、次のパッケージ（またはそれ以降のバージョン）がインストールさ
れていることを確認してください。

gcc-3.3.3-43
gcc-c++-3.3.3-43
glibc-2.3.3-98
libaio-0.3.98-18
libaio-devel-0.3.98-18
make-3.80
openmotif-libs-2.2.2-519.1
compat-2004.7.1-1.2.i586

1.5 Red Hat Enterprise Linux 4 の認定に関する更新の認定に関する更新の認定に関する更新の認定に関する更新
Oracle Database 10g リリース 1（10.1.0.3）は、Red Hat Enterprise Linux 4 での使用が認
定されています。Oracle Database 10g リリース 1（10.1.0.3）を Red Hat Enterprise Linux 
4 システムにインストールする場合、次の各項を参照してください。

� インストール前に必要な追加手順

� Red Hat Enterprise Linux AS 2.1（Itanium）、SUSE Linux Enterprise Server 9、Red 
Hat Enterprise Linux 4 での hugetlbfs の使用

� Red Hat Enterprise Linux 4 の場合のみ : hugetlbfs の使用または VLM ウィンドウ・
サイズの調整

� Pro*C/C++ 構成ファイルの変更

� サポート対象の OCCI

� サポート対象外の OCFS

� サポート対象外の XDK

� サポート対象外の ASMlib

注意注意注意注意 : Oracle のデモをインストールするには、openmotif-2.1.30-11
が必要です。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Database 10g リリース 1（10.1）CD パックの
Companion CD に付属している Oracle HTTP Server の使用を予定してい
る場合は、Red Hat Enterprise Linux 4.0 で Oracle HTTP Server を使用す
る方法について、MetaLink のノート 315832.1 を参照してください。
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1.5.1 インストール前に必要な追加手順インストール前に必要な追加手順インストール前に必要な追加手順インストール前に必要な追加手順
Oracle Database 10g リリース 1（10.1.0.3）を Red Hat 4 にインストールする前に、次の
手順を実行する必要があります。

1. 次の URL から OracleMetalink にログオンします。

http://metalink.oracle.com

2. OracleMetalink ページの端にある「「「「Patches」」」」をクリックします。

3. 「Select a Patch Search Area」ページの「「「「Simple Search」」」」をクリックします。

4. 「「「「Search By」」」」フィールドでパッチ番号を選択します。

5. 「「「「Search By Patch Number(s)」」」」フィールドで 4153257 と入力します。

6. 「「「「Platform or Language」」」」フィールドで Linux x86 を選択して「Go」をクリックしま
す。

7. パッチ・ダウンロード・ページで「「「「Download」」」」をクリックします。

8. p4153257_10103_LINUX.zipファイルをご使用のシステムのディレクトリに解凍
します。

このファイルには、oraparam.iniファイルが含まれています。

9. 『Oracle Database インストレーション・ガイド』の「インストール前のタスク」の章
に記載されているタスクを実行します。

10. 次のコマンドを入力してインストーラを実行します。oraparam_pathは、
oraparam.iniファイルのパスです。

$ ./runInstaller -paramFile oraparam_path

11.『Oracle Database インストレーション・ガイド』の「インストール後のタスク」の章
に記載されている必要なタスクを実行します。

1.5.2 Red Hat Enterprise Linux AS 2.1（（（（Itanium）、）、）、）、SUSE Linux Enterprise Server 9、、、、
Red Hat Enterprise Linux 4 でのでのでのでの hugetlbfs の使用の使用の使用の使用

『Oracle Database 管理者リファレンス』の「Red Hat Enterprise Linux AS 2.1（Itanium）
または SUSE Linux Enterprise Server 9 での hugetlbfs の使用」の項は、次の記述に置き
換えてください。

Red Hat Enterprise Linux AS 2.1（Itanium）、SUSE Linux Enterprise Server 9、または
Red Hat Enterprise Linux 4 において、Oracle Database でラージ・ページ（Huge ページ
とも呼ばれる）を使用可能にするには、vm.nr_hugepagesカーネル・パラメータの値
を設定し、予約するラージ・ページ数を指定します。データベース・インスタンスの
SGA 全体を保持するだけの十分なラージ・ページ数を指定する必要があります。必要な
パラメータ値を判断するには、インスタンスの SGA サイズをラージ・ページのサイズで
除算してから、結果の端数を切り上げて最も近い整数にします。

デフォルトのラージ・ページ・サイズを判断するには、次のコマンドを入力します。

# grep Hugepagesize /proc/meminfo

たとえば、/proc/meminfoにラージ・ページのサイズが 2MB とリストされ、インスタ
ンスの総 SGA サイズが 1.6GB の場合は、vm.nr_hugepagesカーネル・パラメータの値
を 820（1.6GB / 2MB = 819.2）に設定します。
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1.5.3 Red Hat Enterprise Linux 4 の場合のみの場合のみの場合のみの場合のみ : hugetlbfs の使用またはの使用またはの使用またはの使用または VLM
ウィンドウ・サイズの調整ウィンドウ・サイズの調整ウィンドウ・サイズの調整ウィンドウ・サイズの調整
Red Hat Enterprise Linux 4 で hugetlbfsを使用する場合、または VLM ウィンドウ・
サイズを調整する場合は、プロセス当たりのロック・メモリーのデフォルトの最大サイズ
を大きくする必要があります。プロセス当たりのメモリーを増やすには、データベースの
管理ユーザーが oracleである /etc/security/limits.confファイルに、次の行を
追加します。

oracle soft memlock 3145728
oracle hard memlock 3145728

1.5.4 Pro*C/C++ 構成ファイルの変更構成ファイルの変更構成ファイルの変更構成ファイルの変更
Red Hat Enterprise Linux 4 で Pro*C/C++ アプリケーションを構築する前に、次を実行す
る必要があります。

1. テキスト・エディタで $ORACLE_HOME/precomp/admin/pcscfg.cfgファイルを
開きます。

2. sys_includeパラメータで、次のパスを検索します。

/usr/lib/gcc-lib/i486-suse-linux/3.2.2/include, /usr/lib/gcc-lib/
i486-suse-linux/3.2/include

3. 手順 2 で検索したパスを次のパスに置き換えます。

/usr/lib/gcc-lib/i386-redhat-linux/3.2.3/include

1.5.5 サポート対象のサポート対象のサポート対象のサポート対象の OCCI
Oracle C++ Call Interface（OCCI）は、現在 GNU C++3.2 での使用のみサポートされて
います。現在、Red Hat Enterprise Linux 4 では、OCCI は GNU C++ 2.96 または GNU 
C++ 3.4 での使用がサポートされていません。

1.5.6 サポート対象外のサポート対象外のサポート対象外のサポート対象外の OCFS
OCFS は、現在 Red Hat Enterprise Linux 4 ではサポートされていません。

1.5.7 サポート対象外のサポート対象外のサポート対象外のサポート対象外の XDK
XDK は、現在 Red Hat Enterprise Linux 4 ではサポートされていません。

1.5.8 サポート対象外のサポート対象外のサポート対象外のサポート対象外の ASMlib
ASMlib は、現在 Red Hat Enterprise Linux 4 ではサポートされていません。

注意注意注意注意 : システムに postgresql-develパッケージがインストールさ
れている場合は、Pro*C アプリケーションを構築する前に、
ORACLE_HOME/precomp/admin/pcscfg.cfgファイルの
sys_includeパラメータの先頭に ORACLE_HOME/precomp/public
ディレクトリがあることを確認してください。
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1.6 その他の製品に関する注意事項その他の製品に関する注意事項その他の製品に関する注意事項その他の製品に関する注意事項
その他の Oracle 製品に関する注意事項の詳細は、次の各項を参照してください。

� 自動ストレージ管理ライブラリ・ドライバ

� Net コンフィギュレーション・アシスタント・ヘルプ

� 表のフラッシュバックまたはフラッシュバック分析

� Oracle Internet Directory

� 韓国語で期間 SQL 実行計画を表示した場合のエラー

� Oracle Change Management Pack で使用できない Quick Tour

� グリッド機能

� 表示されないネットワーク使用率メトリック

� PL/SQL のネイティブ・コンパイルでの Intel C++ コンパイラの使用

� PostgreSQL がインストールされている場合の Pro*C アプリケーションの構築

� Oracle Client ライブラリへのアプリケーションのリンク付け

� Sockets Direct プロトコル

� XDK デモンストレーション

� Pro*COBOL プリコンパイラのサポート

� Enterprise Security Manager のインストール

� Oracle Text による全文検索

� javassl の socketpair の作成

� Java デモンストレーションの実行

� Enterprise Manager のライセンス・マネージャ・エラー

1.6.1 自動ストレージ管理ライブラリ・ドライバ自動ストレージ管理ライブラリ・ドライバ自動ストレージ管理ライブラリ・ドライバ自動ストレージ管理ライブラリ・ドライバ
現在 Linux Itanium システムでは、SUSE Linux Enterprise Server 9 において、ASM ライ
ブラリ・ドライバ（asmlib）はサポートされていません。

1.6.2 Net コンフィギュレーション・アシスタント・ヘルプコンフィギュレーション・アシスタント・ヘルプコンフィギュレーション・アシスタント・ヘルプコンフィギュレーション・アシスタント・ヘルプ
Net コンフィギュレーション・アシスタント（NetCA）ヘルプでは、「Oracle コンテキス
トの選択」ヘルプ・トピックへのリンクが壊れています。このトピックのテキストは、次
のとおりです。

「ディレクトリ使用構成 - Oracle コンテキストの選択

Oracle 管理コンテンツが、このディレクトリの複数の場所に見つかりました。Oracle 管
理コンテンツは Oracle コンテキストに格納されています。Oracle コンテキストは、ディ
レクトリ内の Oracle エントリが格納されるサブツリーです。

このコンピュータが Oracle エントリ（接続識別子など）にアクセスするデフォルトの
Oracle コンテキストの場所として使用する場所を、リストから選択または入力します。」
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1.6.3 表のフラッシュバックまたはフラッシュバック分析表のフラッシュバックまたはフラッシュバック分析表のフラッシュバックまたはフラッシュバック分析表のフラッシュバックまたはフラッシュバック分析
あるユーザーが表のフラッシュバック操作またはフラッシュバック分析操作を起動し、こ
のユーザーが FLASHBACK ANY TABLE 権限は持っていてもフラッシュバック対象のオ
ブジェクトに対して特定のフラッシュバック権限がなく、DBA 権限を持たない場合は、
次のエラーが発生する場合があります（Oracle Bug#3403666）。

ORA-02002: 監査証跡への書込み中にエラーが発生しました。
ORA-00600: 内部エラー・コード、引数 : [kzasps1],[4],[47],[],[]

この問題を修正するには、SYSDBA として、FLASHBACK TABLE 文で参照されているオ
ブジェクトに対する FLASHBACK 権限をこのユーザーに付与してから、フラッシュバッ
ク操作を起動します。次に例を示します。

SQL> GRANT FLASHBACK ON SCOTT.EMP_1 TO user1;

1.6.4 Oracle Internet Directory
このリリースには Oracle Internet Directory（OID）のクライアント・ツールが含まれて
いますが、OID のサーバー・コンポーネントは含まれていません。OID のサーバー・コ
ンポーネントは Oracle Application Server 10g に含まれています。Oracle Database コン
ポーネントに OID サーバー・ツールが必要な場合は、Oracle Application Server 10g イン
ストールからこれらのツールを実行します。 

OID クライアント・ツールには、次のものが含まれています。

� LDAP コマンドライン・ツール

� Oracle Internet Directory SDK

� Oracle Directory Manager

OID のサーバー・コンポーネントには、次のサーバーと、これらを起動および停止する
ためのツールが含まれています。

� ディレクトリ・サーバー

� ディレクトリ・レプリケーション・サーバー

� ディレクトリ統合サーバー

1.6.5 韓国語で期間韓国語で期間韓国語で期間韓国語で期間 SQL 実行計画を表示した場合のエラー実行計画を表示した場合のエラー実行計画を表示した場合のエラー実行計画を表示した場合のエラー
韓国語で期間 SQL の実行計画を表示すると、内部サーバー・エラーが発生します。これ
は韓国語に特有の問題であり、日本語または中国語では発生しません。このページを表示
する必要がある場合、韓国語以外の言語でこの製品を動作させることが、現在唯一の回避
策です。 

1.6.6 Oracle Change Management Pack で使用できないで使用できないで使用できないで使用できない Quick Tour
Quick Tour は Oracle Change Management Pack では使用できません。Quick Tour を実行
しようとすると、エラーが発生します。 

1.6.7 グリッド機能グリッド機能グリッド機能グリッド機能
Oracle Database 10g リリース 1（10.1）の『Oracle Database 新機能』には、Oracle 
Database 10g の最初のリリースで使用できない 2 つのグリッド機能、つまりレゾナンス
および透過的セッションの移行がリストされています。これらの機能は今後のリリースで
使用可能になる予定です。
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1.6.8 表示されないネットワーク使用率メトリック表示されないネットワーク使用率メトリック表示されないネットワーク使用率メトリック表示されないネットワーク使用率メトリック
Oracle Enterprise Manager Grid Control または Database Control では、各ネットワー
ク・インタフェースについて、次のネットワーク使用率メトリックが表示される必要があ
ります。

� ネットワーク・インタフェース結合使用率（%）

� ネットワーク・インタフェース読取り使用率（%）

� ネットワーク・インタフェース書込み使用率（%）

特定のネットワーク・インタフェースについてこれらのメトリックが表示されない場合
は、$ORACLE_HOME/sysman/config/network_speedファイルを作成し、このファ
イルにネットワーク・インタフェース名および速度を次のように入力します。この例で
は、interfaceはネットワーク・インタフェース名であり、speedは 1 秒当たりのメガ
ビット数で表したインタフェースの速度（Mbps）です。

interface_name speed

たとえば、eth0ネットワーク・インタフェースについてメトリックが表示されていない
場合、$ORACLE_HOME/sysman/config/network_speedファイルを作成し、次のよ
うに入力します。ここでは、100はネットワーク速度（Mbps）です。

eth0 100

1.6.9 PL/SQL のネイティブ・コンパイルでののネイティブ・コンパイルでののネイティブ・コンパイルでののネイティブ・コンパイルでの Intel C++ コンパイラの使用コンパイラの使用コンパイラの使用コンパイラの使用
デフォルトでは、PL/SQL のネイティブ・コンパイルは、GNU gcc コンパイラを使用す
るように設定されています。gccコンパイラのかわりに Intel C++ コンパイラ（icc）を
使用するには、$ORACLE_HOME/plsql/spnc_commandsファイルに次の変更を加えま
す。

� gccのコマンドをコメント・アウトします。

� iccのコマンドをコメント解除します。

1.6.10 PostgreSQL がインストールされている場合のがインストールされている場合のがインストールされている場合のがインストールされている場合の Pro*C アプリケーアプリケーアプリケーアプリケー
ションの構築ションの構築ションの構築ションの構築
システムに postgresql-develパッケージがインストールされている場合、Pro*C アプ
リケーションを構築する前に、$ORACLE_HOME/precomp/admin/pcscfg.cfgファイ
ルの sys_includeパラメータの先頭に次のディレクトリを追加します。

$ORACLE_HOME/precomp/public

この変更を行わない場合、アプリケーションのリンク付けの際に、次のようなエラーが発
生する場合があります。

/tmp/ccbXd7v6.o(.text+0xc0): In function `drop_tables': 
: undefined reference to `sqlca' 

1.6.11 Oracle Client ライブラリへのアプリケーションのリンク付けライブラリへのアプリケーションのリンク付けライブラリへのアプリケーションのリンク付けライブラリへのアプリケーションのリンク付け
クライアント・アプリケーションが、リリース 2.2.4 以外の glibcを使用してコンパイル
されている場合、このアプリケーションをクライアント共有ライブラリにリンク付けする
必要があります。クライアント静的ライブラリの使用はサポートされていません。

注意注意注意注意 : 次のファイルでは libcスタブは使用しないでください。

$ORACLE_HOME/lib/stubs
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1.6.12 Sockets Direct プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル
Oracle Database 10g リリース 1（10.1）の Oracle Net では、Red Hat Enterprise Linux AS 
2.1 および 3 で InfiniBand ネットワーク・アーキテクチャを介した Sockets Direct プロト
コル（SDP）がサポートされます。ただし、$ORACLE_HOME/bin/adaptersユーティ
リティには、SDP がサポートされていてもリストされません。

1.6.13 XDK デモンストレーションデモンストレーションデモンストレーションデモンストレーション
XDK デモンストレーションを実行する前に、バグ 3821678 のパッチがインストールされ
ていることを確認します。

1.6.14 Pro*COBOL プリコンパイラのサポートプリコンパイラのサポートプリコンパイラのサポートプリコンパイラのサポート
Pro*COBOL プリコンパイラは、Red Hat Enterprise Linux 2.1 および SUSE Linux 
Enterprise Server 8 でのみサポートされます。

1.6.15 Enterprise Security Manager のインストールのインストールのインストールのインストール
Enterprise Security Manager（ESM）をインストールするには、Oracle Client をインス
トールして、「管理者」インストール・タイプを選択します。

1.6.16 Oracle Text による全文検索による全文検索による全文検索による全文検索
Oracle Text による全文検索では、XML 表を手動で作成する必要があります。

XML 要素のコレクションに対するテキストベースの ora:contains検索に Oracle Text
の索引を使用する必要がある場合は、XML スキーマの注釈
storeVarrayAsTable="true"を使用しないでください。この注釈を使用すると、要
素のコレクションが索引構成表（IOT）の行として存続します。Oracle Text では IOT は
サポートされません。

Oracle Text を使用して要素コレクションのコンテンツを検索できるようにするには、ス
キーマ登録時にパラメータ genTables="false"を設定します。次に、ORGANIZATION 
INDEX OVERFLOW句を使用せずに、必要な表を手動で作成します。これらの表は、次の
例に示すように、索引構成（IOT）ではなくヒープ構成されます。

CREATE TABLE PurchaseOrder of XMLTYPE
  XMLSCHEMA http://localhost:8080/home/SCOTT/poSource/xsd/purchaseOrder.xsd
  ELEMENT "PurchaseOrder"
  VARRAY "XMLDATA"."ACTIONS"."ACTION"
    STORE AS TABLE ACTION_TABLE ((PRIMARY KEY 
       (NESTED_TABLE_ID, ARRAY_INDEX)))
  VARRAY "XMLDATA"."LINEITEMS"."LINEITEM"
     STORE AS TABLE LINEITEM_TABLE ((PRIMARY KEY 
       (NESTED_TABLE_ID, ARRAY_INDEX)));

1.6.17 javassl のののの socketpair の作成の作成の作成の作成
Oracle のアプリケーションで javasslを使用する場合、createSocket()メソッドを
使用して socketpair を作成後、次の場合にシステムがハングすることがあります（Oracle 
Bug#3939624）。

� コンストラクタ createSocket (String host, int port, InetAddress 
localAddress, int localPort)で localhostが Stringの場合

� コンストラクタ createSocket (InetAddress1, int, InetAddress2, int)
を使用している場合

この問題を回避するには、ローカルホストではなく完全修飾ドメイン名、IP アドレスま
たは 127.0.0.1を使用してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Linux での SDP のサポートの詳細は、『Oracle Database 10g
管理者ガイド』を参照してください。
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1.6.18 Java デモンストレーションの実行デモンストレーションの実行デモンストレーションの実行デモンストレーションの実行
Java デモンストレーションを実行する前に、CLASSPATH 環境変数（/System/
Library/Frameworks/JavaVM.framework/Versions/1.4.2/Classes）の設定
で、classes.jarファイルのあるディレクトリを含めます。

1.6.19 Enterprise Manager のライセンス・マネージャ・エラーのライセンス・マネージャ・エラーのライセンス・マネージャ・エラーのライセンス・マネージャ・エラー
DB コンソールへのログイン時に、次のメッセージが表示される場合があります。

500 Internal Server Error
java.lang.NullPointerException
at oracle.sysman.emSDK.license.LicenseManager.hasAllPacks(
LicenseManager.java:467)

この問題を回避するには、sysmanユーザーで ORACLE_HOME/sysman/admin/
emdrep/sql/empatch.sqlスクリプトを実行します。（Oracle Bug#3880491）

2 ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ド
キュメントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメン
トには、ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれていま
す。HTML 形式のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセス
できるようにマークアップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社
はドキュメントをすべてのお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベン
ダーと積極的に連携して技術的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティ
についての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web サイト
http://www.oracle.com/accessibility/を参照してください。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合があ
ります。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし一部の
スクリーン・リーダーは括弧だけの行を読まない場合があります。

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイ
トへのリンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それら
の Web サイトのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。

Oracle サポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへの TTY アクセスアクセスアクセスアクセス

アメリカ国内では、Oracle サポート・サービスへ 24 時間年中無休でテキスト電話
（TTY）アクセスが提供されています。TTY サポートについては、 (800)446-2398 にお電話
ください。
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3 サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス
次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。

Oracle サポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス
オラクル製品サポートの購入方法、および Oracle サポート・サービスへの連絡方法の詳
細は、次の URL を参照してください。 

http://www.oracle.co.jp/support/

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル
製品のマニュアルは、次の URL にあります。

http://otn.oracle.co.jp/document/

研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング
研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できます。

http://www.oracle.co.jp/education/

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報
オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL から参照してくだ
さい。

http://www.oracle.co.jp
http://otn.oracle.co.jp

注意注意注意注意 : ドキュメント内に記載されている URL や参照ドキュメントには、
Oracle Corporation が提供する英語の情報も含まれています。日本語版の情
報については、前述の URL を参照してください。
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